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悪露 に關す る研 究 （2）

子宮收縮劑 と悪露量及 び悪 露の 抗 菌性 に就 い て

Studies　on　Lochia （2） On 　the　Uterine　Tonic　and 　the　Amount 　of 　Lochia，

　　　　　　　together　with 　the　 antibacterial 　Action　of　Lochia

　 都立 大 塚 病 院 産 婦 人 科 （主 任 　小林敏 政 博 士 ）

小 林 　茂 Shigeru　KOBAyASH 工

＃
（本 論 文 の 要 旨は 昭 和 30年 4 月 京 都市 に 於 け る第 14回 日本 医学 会 総会第26分科会，第 7 回

目産 婦 総 会 に 於 て 発 表 し た ）

劃

轡

　　　　　　　　 第 1 章 緒　言

　 正常及 び異常分娩時…の 惡露量 に つ い て は 本誌第

9 巻第 13號 に發表 した ．今囘は産褥時子 宮收縮剤

を投與 した揚合の 惡露量 ， 子 宮内殘留物排除 との 、

關係 ， 及び惡露の 抗菌性等 を檢討 した の で 以下報

告する．

　　　第 2章　子宮收縮劑 と惡 露量 との 關係

　第 1 節　突驗材料及 び 実驗方法

　当科 の 正 常分娩褥婦 182名を 4群 に 分 ち，第 1群に ほ

硫酸 ス パ ル テ ィ ン （ス パ チ ウム ）　（藤沢藥 品） を毎日 1

同 100mg　3 日 間計 3eOlag靜注，第 2 群 に は 6 ア リル 2 メ

トオ キ シ ・1 ヂ ェ チ ル ア ミ ノ ・エ トオ キ シ ベ ン ゾール

（エ ル ゴ ク リ ン ）　（藤沢藥品） 1 日 1 囘 1騨 g （1 筒）皮

下注射 （3 日間計45  ），第 3群 には 口木藥局燕 こ 示 す 2

％の 流動麥角一r一キ ス 1 日 100。cを 分 三 3 日間計 300cc内

服 ， 第 4 群は無処置群 と し， そ れらの 惡露量 を毎 日計測

（悪露量 の 計測は前囘報告と同
一

方 法に よ っ た ）す る と

同 時に 胎盤 の
一

部或は 卵膜 又 は 凝 血等 の 排出を し らべ

た ．

　第 2 節 実驗成績

　実驗成績 は 第 1表及 び 第 2 表の 如 くで硫酸 ス パ ル テ

ィ ン 群 （ス パ チ ウム ） 251 ．30±40．989 エ ル ゴ ク リ ン 群

279．16± 42．949 麥角群 234．1？± 17．369 正常無処置群

222．12± 53．689 で 5 ％ の 危險率で有意 の 差が な か っ

た ．

　第 3節　考　按

　惡露 の 主 成分 を 分 泌す る 子宮内面は 胎兒娩出後胎盤 及
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器 1隠場
び 卵膜が 剥離 し，粘膜下 組織 が 暴露 し特 に胎盤附着 面 は

殆ん ど筋層が あ らわ れ て い る．そ れ 故
一

面 に 大 きな 創両

を 形成 し，．血栓 を伴つ た 血 管等が あ るが ，こ れ は 殊 に 胎盤

附着面 に 多 い ．こ 」 に 白．血 球 の 侵入 が お こ り こ れ が 主役

き亡演 じて 健康部 と壊死部 との 分界が お こ る．胎盤附着面

以外 の 部分 は 脱落膜が 極 め て菲薄で 表面 は粗慥で，凝

血 ， 卵膜 の 残片が 附着 す るが ，3 日後 頃 には 変性 が お こ

り，軟化し， 剥離 しやす くな り， 漸次自然 に徐 々 に 清掃

され，残存子 宮内膜 か らの 再生が 活溌 に な り，3週間位

でそ れがほ 貢完成 す る，而 し て 胎盤附着面 では 初 め 凹 凸

不 平で あ る が 速 か に縮小 し， 2 週 間 後 に は 極 め て 小 とな
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1252− 70 悪 露 に 関 す る研 究 （2 ） 口産 婦 誌、10卷 9 号

り， ⊥ 述 と殆ん ど同様 の 機轉で非妊時の状態に戻 る が ，

周邊部 か ら侵 入 し た 内膜で完全 に蔽わ れ る の は分娩後 6

週間位であ る と云 わ れ て い る．斯 る 変 化の 過程で惡露の

主成分 が 排出 され る の で あ る。

　而 して
一

方 子宮体の 平滑筋は リズ ミ カ ル な自然 の 收縮

運動を 營 ん でい る が ， 子宮收縮剤は 粟 物 的 に こ の 平滑筋

を刺戟興奮させ る もの であ る．産褥期 に お け る こ れ ら藥

物の 投興 は 從来子 宮復故 不 全，Septischer　Endometri−

tis．悪露滯溜症 ， 胎盤 又 は 卵膜 の
一

部残留或 は 凝 血 の 滞

溜等の 揚合 に 行わ れ て い るが ， た 父漫然 とこ れ ら を 1 日

1囘注射す る と か或 は 麥 角エ キ ス を 内服 さ せ る とか 等で

こ の 目的を達す る もの であ ろ うか ．

　私は 子宜内面の 復故機序 と子宮收縮剤 の 作用機序とを

考え る と，
ス パ チ ウ ム の 如 き

一
過性 に 作用す る もの や ，

エ ル ゴ ク リン ・麥角エ キ ス 等の 如 く子 宮 收 縮 力 の 弱 い も

の 等を漫然 と投與 して も好成績が得られ ない との 考 え を

抱い て，そ れ を確 か め る た め に 上 記の 実驗を したの であ

る が ， 悪露量 に 有意差 な く，叉凝 血 ・一・部残留 した 卵膜

胎盤等の 排出状況 も第 3表の 如 く無処置群 と殆ん ど変 ら

ぬ 結果 を 得 た ．そ れ 故産褥 1 ，2 ， 3 日 等では只漫然た

る エ ル ゴ ク リン や ス パ チ ウ ム 等の 1 日 1 囘注射や ， 麥角

流動 エ キ ス の．内服等では効果を認 め難 く． 他の強力な牧

縮剤 ， 例え ば メ テ ル ギ ン の 如 き もの を併用す る か ， 或は

優秀 な 諸抗 生 物質提供以 前に は 警戒 さ れ て い た 子宮内容

除去術，若し くは ペ ニ シ リン 水溶液 に よる 子宮腔内洗滌

等 屯必 要 に應じて 実施す べ きであ る．

　 即 ち産 褥 3 〜4 日で も 惡露量 が 多い もの ，或は之 に悪

臭 を 伴 うもの 等の 子宮内操作は有効な抗生物質を 投與す

れば感染の 危險 が殆ん どな い の であ る．私ぽ⊂ れ を42例

に っ い て 立 証 し た ，

第 　 3　 表

一

蠢避
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日鳳降
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1無 処 匿群 252010 ε
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　　　　 第 3 章 惡露 の抗菌性 につ Lsて

　第 1 節　実驗方 法

　実驗菌 は 　B ．Coli　Communis の ユ8時間 ブ イ ヨ ン 培養

1000万倍稀釋液 1。Occを用 い た．

　当科入院褥婦で産褥 0 日 夊は 1 日の 子 宮 腔内か ら コ ン

ドーム 被包硬質 ガ ラ ス ピ ペ ッ トに よ リコ ン ド
ー

ム を 穿刺

して 内容液を 採取 し， そ の 無菌試驗を 実施 して 無菌の も

の に つ き実施した．pll7。2 〜pH　8．4 に調節 した平板寒天

培 地 に 上 記液 1．0。c と上 記稀釋菌液 1．0　ce　Etとり， こ れ

を合成培地 と し ， 対照   と して 同
一褥婦の 肘靜脈血 を汚

染 な き様 に遠 心 分離 した 垂L清 1．Occを同様稀釋菌液 LO

cc と合成平板寒天培地 と した もの ， 及び更 に 対照   とし

て 前邇18時間 ブ イ ヨ ン 培養 1000万倍稀釋 菌 液 1．Oceと滅

菌生理食塩水 1．eccと同様合成平板寒夫培地 とし ，
こ れ

等 3 培地 を 37℃ の 孵 卵器 に 入 れ 18〜20時間後各 k の培地

に生 じた 菌数を計算 した ．

　第 2節　実驗成績

　実驗症例の 区分 は 第 4 表 の 如 くで あ る．

　正 常分娩例中対照 よ りも 菌数の 少し く多い もの は 5例

で，他の 34例はい ずれ も対照の 菌数値 よ り低く， 又 異常

例24例中対照の 菌数値よ り低い もの は 2 例あっ た が ， 他

の 22例は 何 れ も対照 よ り高い 値を 示 した （第 5表及び 第

6表）．予備実驗 と して前記対照   を20例 に 実施し，そ

の 実 測菌數値 の 平均 が 5．4であっ た の で第 5表及び 第 6

表の 右側は 5A × ユ0− 8
での 換算値で あ り左側 は 実測値

であ る．よっ て 正常例の 平均値は対照例の 菌数値 よ り低

く， 異常例の 平均値は 対照例 の 菌数値 よ り高 い とい う成

績を得た （第 7表 ）．

　 第 3節　考　按

　 す べ て の 体液，例えば 唾液 ， 腹水 ， 尿 ， 血清等に抗菌

性が あ る と云われて い るの で，悪 露 の 主 成分であ る子 宮

第 4 表　菌数計算 を 実 施 し た 症例
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液に も抗 菌 性 が ある か 否 かを実驗した．このよ、うな 研 究 ぽ ee

− 2 ，3 の 人によって発表 さ れてい る，即 ち ユ932 年 Ha
i 且は惡 露 の 抗菌性 を試 驗 し， 　 Saprophytc

に対 してはこ れを認めるが， Streptok

ken には こ の 能 力は 尠 い とし ， 1953 年 Tho

on は大 腸菌の 著明な 発育 抑 制 作

用
を認め，産 褥 期 分

物 に は 産褥 創面 エ 感 染より 防 禦 す る重 要 な生 物学 的 作
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蔑 羸 性が あ るで あ ろうと の 結 果を 得た．しか し実 驗

1菌 株 に っ いて 行ってい る に過ぎ な いか ら ， 他 の 総 て の 菌

っ い て の 成 績ま不明 で あ る ． この 悪 露 の 示 す 弱い 抗

兄f カ は 何 に由来 し て い る か，こΣで は 分析 出 来 な

が 産 褥初 期 の も の は 血液が大部分で，こ の 血液 の 構 成

で あ る血 清 ， こは 既 述 の 如く抗 1 疑 1 性か あ るか

從ってこれによっ て も 惡露

弱 いながら抗 菌 性 が あ る
ことは 容 易 に 考

え られる と

ろであ
り
，叉 惡 露 に こ の よ うな 抗菌性が あ つ て ．臼 然 分 娩後 の



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1254− 72 悪 露 に 関す る 研 究 （2 ） 日 産 婦 誌 10卷 9 ．
号

等 を漫然 と投與 して も惡露量 に ｝よ薯 變を認 め難 く

且 つ 子 宮内殘留物 の 排除歌況 に も 薯差 を認 め難

い ．

　 （2） 從 っ て 必要 に 應 じて牧縮剤 の 増量投與 ，

メ テ ル ギ ン の併用 ，特 に 從来警戒 され つ U あ る子

宮腔内操作等も， 特に 優秀抗 生 物質の 提供 されて

居 る 今 π に於 て は 行 つ て も よ い ．

　 （3） B 。Coli　Comrnunis に 封 し， 産褥子 宮腔

内液 は 弱 い なが ら抗菌性を もっ て い る． これは悪

露 の 抗菌性 を規定 す る事實で あ り， そ の 由来は 今

後 の研究に 俟 つ が ， 悪露中に含 まれ る血清 の 有す

る抗菌作用 を無覗 出来 ない ．

　稿 を 終 る に 当 り京 都 府 立 医大 沢 崎 千 秋 教 授 の 御校 閲 を

謹 謝 し ， 当科 医 長小 林敏政 博 士 の 御 指 導 ， 御校閲を 深謝

し，又 推計学 に つ い て 御 援 助 を い た Y
’
い た 石 川 中 央 病 院

医 長 宮信
一

博 士 ，及 び 細 歯学 に っ い て 御 助 盖賜 つ た 順 天

堂 大 学 ヒ条 清 明 教 授 並 に 当科 松 沢 邦 昌 医 局 長 の 御厚 意 を

謝 し ， 併 せ て 当 科 医局 員及 び 看護婦 諸氏 の 多 大 な援 助 に

厚 く御 礼 申一1二 げ る ．
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